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道路技術小委員会 附属物分野会議 委員長報告 

 

◇小規模附属物点検要領の策定にあたり、「附属物分野会議」において、専門的知見

から検討したのでその状況を報告する。 

 

◇この委員会の論点としては、 

①どのような管理を行っていくべきか(安全確実な管理とするために必要なことは

何か) 

②基本使用年数の設定(基本使用年数を、どこに、どのように設定すべきか） 

などについて、審議を行ってきた。 

 

◇このうち、小規模附属物点検要領の検討では、以下のような意見があった。 

 

※附属物分野会議における主な意見 

【①どのような管理を行っていくべきか】 

・第三者被害の「大」、「小」をどう考えるかが重要ではないか。 

・小規模な自治体では F型等の大きな標識は少なく、路側式の標識が多いた

め、効率的な管理が必要ではないか。 

・点検効率化のため、損傷事例集を作成し弱点や点検ポイントを明確にするこ

とが必要ではないか。 

・道路利用者との連携の形として通報してもらう取り組みを実施している例が

あり取り入れてはどうか。 

 

【②基本使用年数の設定について】 

・設置年不明の施設は基本使用年数では管理できない。今後はきちんと記録し

将来的には基本使用年数の検討に活用できるようにすべき。 

・現状では破損のメカニズムに不明な点が多い。点検要領策定後も研究を進

め、基本使用年数設定の精度を高めていく必要がある。 

 

 

◇以上の意見も踏まえ、小規模附属物点検要領（案）を作成した。  



 

道路技術小委員会 附属物分野会議 

 

【有識者】 

◎ 元田 良孝  岩手県立大学 名誉教授 

穴見 健吾  芝浦工業大学 工学部 教授 

 

【実務委員】 

木村 嘉富     国土技術政策総合研究所 

 道路構造物研究部長 

高野 正克   首都高速道路株式会社 保全・交通部 

点検・補修推進室 点検推進課長 

外川 和彦  関東地方整備局 道路部 交通対策課長 

星隈 順一  国土技術政策総合研究所 道路構造研究部 

                     橋梁研究室長 

松島 進   東京都 建設局 道路管理部 安全施設課長 

村重 至康  株式会社 高速道路総合技術研究所 

交通環境研究部 交通研究担当部長 

若泉 哲也  千葉県 鎌ケ谷市 都市建設部 

 道路河川管理課長 

 
（※平成２９年２月時点）    

 

【審議状況】 

 第１回 ２０１６年 ５月１９日 

 第２回 ２０１６年 ６月３０日 

 第３回 ２０１６年 ８月 ５日 

 第４回 ２０１６年１０月１９日 

 第５回 ２０１６年１１月１８日 

 第６回 ２０１７年 ２月１７日 


